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校訓『自律・協同・勤労』

▼１年は３６５日。でも，月日が流れるの
は早いもので，今年もあと１か月あまりと
なってしまいました。

皆さんは，この１年を振り返ってみて，
どんな１年でしたか。

年始めに，今年の目標をかかげ取り組ん
できた日々。それでも，目標を達成できた
こともあれば，そうでなかったことも沢山
あることと推察します。

▼ただ，ここで言え
ることは，起こった
現実を見つめ直し，
「振り返り」をしな
ければ，同じ過ちは
繰り返されるという
ことです。

▼「振り返り」とは，「自分のありかたや事
実をかえりみて，改善点を見出すこと」を
意味します。

そのため，「結果を出す人」は，物事での
成功において「振り返り」を効果的に活用
しています。

▼ では，どうすればいいのでしょうか。
その答えは「振り返りは，何のために必

要とされているのか」について，自問自答
すると，自ずと見えてきます。

振り返りの目的
それは，「次の成果につなげること」であ

り，振り返りは，これからの行動を次の成
果につなげるために大切なことになります。

振り返りをすることで，改善点を見出し，
次はさらに目標に近づけるための行動を起
こすことにつながります。

そして，何度も改善を重ねるごとに目標
達成に近づき，成果を出せるようになるの
です。

つまり，現在，感じている目標への達成
度の低さ（失敗感）は，次につなげるため
のステップであり，必ず通らなければなら
ない「登竜門」と言えるのです。

でも，繰り返す人は，上手く行かなかっ
たことで，「自分は，可能性がない駄目な人

いよいよ１年が終わる季節。振り返り
が無ければ「失敗」は繰り返される

良い「振り返り」の方法とは！

間だ」と思い込んでしまうのです。
実は，この「考え方自体に失敗を繰り返

す原因がある」のです。

振り返りによって「こうすればうまくい
く」ということがわかれば，モチベーショ
ンを高めることができるでしょう。

そのための手法が以下の方法です。
経験による学びから改善につなげる手法

ＹＷＴ 個人の場合
個人の振り返りなどに用いられる手法が

「ＹＷＴ」(ﾜｲﾀﾞﾌﾞﾘｭｰﾃｨｰ)です。
Ｙ：やったこと
Ｗ：わかったこと
Ｔ：次にやること
※「Ｍ：メリット」を加えることもあり
経験を重視している考え方で，実感をと

もなった学びから改善策を導く方法です。

ＫＰＴ チームの場合
チームの振り返りなどに用いられる手法

が「ＫＰＴ」(ｹﾌﾟﾄまたはｹｰﾋﾟｰﾃｨｰ)です。
Keep よかったこと，今後も続けること
Problem 悪かったこと，問題点
Try 新たに挑戦すること
チームのメンバーが，個々に｢Keep｣，

｢Problem｣をあげて，全員で共有したうえで
｢Problem｣の解決法や今後の｢Try｣を考えて
いくという活用法です。

令和６年(2024)
は，すぐにやって
きます。

同じ過ちを繰り
返さないために次
に取り組む「目標」
を明確にして成功
に導きましょう。



１ ２ 月 の 主 な 行 事 予 定

12/1(金) ２年生休養措置日

2(土) 市人権問題講演会

6(水) 授業参観及び学年ＰＴＡ（１・２年）

9(土) 土曜授業，先輩講話（１年①～③）

22(金) ２学期 終業式（※給食はありません）
25(月) 冬季休業（～１月8日）

28(木) 仕事納め

1/1(月) 元旦（祝日）

4(木) 仕事始め

9(火) ３学期 始業式（※給食はありません）
10(水) 実力テスト（３年，～11日）

16(火) 鹿児島学習定着度調査（１・２年，～17日）

※ 日程の変更等も考えられますので，学級通信等
でご確認くださいますようお願いいたします。

生徒会本部 専門部 部長 副部長
生徒会長 大平 凪颯 保体部 瀬筒 まりあ 上山 杏莉

生徒会副会長 木下 蓮斗 𦚰 皓誠 美化部 半﨑 美柚 山元 唯舞
書記・会計 前田 璃空 長友 美羽 給食部 西門 舞香 郷原 杏姫

学習部 立山 孝心 黒木 美空
生活部 野田 蒼依 早田 京太郎
文化部 郡山 和花 土屋 優來

１１月１３日（月）の生徒会役員任命・引継式にお
いて，第７８代生徒会役員が正式に任命され，新体制
がスタートしました。先輩方からのよき伝統を受け継
ぐとともに，よりよい学校を目指してさらに創意工夫
してくれるものと期待しています。旧役員の皆さんも，
本当に１年間ご苦労様でした。

第７８代生徒会役員，スタート!!

「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」に併せて、11月2日（水）
に「学歌祭」を、11月1日、4日、7日の3日間を「学校自由参観」とし
て実施しました。

今年度から参観等につきましても制限を解除し、保護者だけではなく、
家族や地域の皆様にも多数参観していただきました。

期間中は、多くの保護者並びに地域の皆様に、来校していただきました。
本当にありがとうございました。特に、「学歌祭」では、多くの保護者の
皆様に見ていただき、子どもたちも日頃の学習の成果を精一杯発表してく
れたのではないでしょうか。

また、生徒玄関奥には、生徒の図画作品や理科作品も展示されており、
子どもたちの創造性あふれる作品の数々に、来校された皆様も感心され
ていました。

「地域が育む『かごしまの教育』県民週間」の開催（11/1～11/7）

学歌祭各学年の最優秀クラス

１年 ２年 ３年

最優秀賞 １年３組 ２年３組 ３年１組

１４日（火）午後に本校１年生が鹿屋女子高校
で行われた「大隅地区専門高校フェスタ」に参加
しました。このフェスタは、大隅地区の９校の専
門高校が、各専門学科の学習成果を発表し、中学
生の進路選択の意識を高めるために開催されるも
のです。

各グループで、ブースを回って、体験学習や展
示を見学しました。商業体験では、プログラミン
グの基礎を学び，看護・福祉体験では、車椅子操
作など多くのことを学びました。

また、地域企業ブースでは、地元企業の紹介や
職業体験が行われました。生徒たちは、実際に企
業の製品やサービスを体験したり、社員の話を聞
いたりして、将来の進路を考えるきっかけとなり
ました。参加した生徒からは、「いろんな体験が
できて楽しかった」「自分の
興味のある分野について、
もっと詳しく知りたいと思
った」などの感想が聞かれ
ました。

専門高校フェスタ


